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Ⅰ 調査実施概要 

１ 調査目的                                   

 西東京市教育委員会では、平成２１年３月に「西東京市教育計画（計画期間：平成２１年度～２５年

度）」を策定し、現在様々な施策に取り組んでいる。現計画が平成２５年度で計画期間が終了すること

に伴い、次期「西東京市教育計画（平成２６年度～３０年度）」として、新たに策定するものである。 
 本調査は、次期「西東京市教育計画」の基礎データとして、西東京市民の学習状況や教育に対する意

識を把握することを目的に実施した。 

２ 調査対象                                   

 本調査では、西東京市民の実態把握のために、ライフステージに合わせて４種類の調査を実施した。 
調査種別 調査対象 

①小学生調査 市内の全小学校の４年生及び６年生（各学年１クラス） 

②中学生調査 市内の全中学校の２年生（学校規模に応じて各３～４クラス） 

③青少年調査 市内に住む１５～１９歳※の男女 400 人（住民基本台帳から無作為に抽出）
（※平成２４年９月１日現在、平成５年４月２日～平成９年４月１日生まれ） 

④一般市民調査 市内に住む２０歳以上の男女 3,000 人（住民基本台帳から無作為に抽出） 

３ 調査方法及び調査期間                              

 各調査の調査方法は以下の通りである。また各調査共に、平成２４年１０月５日（金）～１０月２６

日（金）に実施した。 
調査種別 調査方法 

①小学生調査 小学校を通じて、一斉配布・一斉回収。 
②中学生調査 中学校を通じて、一斉配布・一斉回収。 
③青少年調査 郵送配布・郵送回収。調査期間中に１回、礼状兼督促状を送付した。 
④一般市民調査 郵送配布・郵送回収。調査期間中に１回、礼状兼督促状を送付した。 

４ 設計数及び回収数                               

調査種別 設計数 有効回収数 有効回収率 

①小学生調査 - 1,166 件 - 

②中学生調査 - 1,140 件 - 

③青少年調査 400 件 157 件 39.3％ 

④一般市民調査 3,000 件 1,443 件 48.1％ 

５ 調査結果の見方                                

【数値の見方】 

○調査結果の数値は、回答率（％：パーセント）で表示している。％の母数は、その質問項目に
該当する回答者の総数であり、その数はｎで示している。 

○％の数値は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位までを表示している。このため各回答の数
値の合計が 100％とならない場合がある。 

○回答は、単数回答（○は１つだけ）と複数回答（○はいくつでも）の選択式の回答と、具体的
に数値を回答する場合がある。複数回答設問の場合は、その回答割合（％）の合計は 100％を
超えることがある。 

○図表やコメント部分での回答の選択肢は、簡略化して表現している場合がある。正式な回答の
選択肢は、資料編の調査票を参照のこと。 
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Ⅱ 調査結果概要 

 

１ 学校の楽しさ、学校で楽しいところ（小学生・中学生・高校生等）       
（詳細は、調査報告書の下記ページを参照 

小学生：P25,27 中学生：P59,60 高校生等：P89）  

 
 
 学校を楽しいと思う児童・生徒の割合は、小学生 91.3％、中学生 89.0％、高校生等 95.9％となって

おり、9割前後で推移している。 

 学校で楽しいところは、「休み時間」、「友だちがいること」、「遠足や運動会などの行事」、「クラブ活

動・部活動等」が上位にあげられている。「休み時間」と回答する割合は学年が上がるにつれて低くな

り、「友だちがいること」は学年が上がるにつれて高くなっている。 

 

【学校の楽しさ】 

91.3% 89.0%
95.9%

8.2% 9.8%
4.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

小学生（n=1,166） 中学生（n=1,140） 高校生等（n=148）

楽しい

楽しくない

 
※楽しい＝「とても楽しい」＋「まあまあ楽しい」 、楽しくない＝「楽しくない」＋「あまり楽しくない」  

※高校生等には、「高校生」「短期大学生・高等専門学校生」「専門学校生」「大学生」が含まれる。 

 

【学校で楽しいところ】 

77.4%

70.7%

63.6%

61.2%

39.5%

32.2%

31.1%

28.1%

19.9%

72.6%

73.2%

43.7%

55.4%

22.4%

9.6%

26.0%

14.5%

7.1%

58.8%

79.1%

45.3%

53.4%

8.8%

24.3%

29.7%

14.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休み時間

友だちがいること

遠足や運動会などの行事

クラブ活動・部活動等

給食

図書室

授業以外のクラス活動

授業

先生がいること

小学生（n=1,166）

中学生（n=1,140）

高校生等（n=148）

 
※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 

※「給食」は小学生及び中学生調査のみの選択肢である。     
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２ 学校で困っていること（小学生・中学生）               
（詳細は、調査報告書 P28,61 参照） 

 

学校で困っていることが「特にない」のは、小学 4 年生 41.5％、小学 6 年生 45.2％、中学生 26.2％

となっており、小学生の約半数、中学生の約 7割は何らか困っていることがあると回答している。 

困っていることの上位には、「いやな友だちがいる」、「授業がさわがしい、集中できない」、「教室や

トイレなど、学校の施設がきたない・古い」、「授業がわからない」等があげられている。「いやな友だ

ちがいる」と回答する割合は学年が上がるにつれて低くなり、中学生になると「授業がわからない」、「学

校の決まりごと（校則）がきびしい」、「クラブ活動・部活動のこと」の割合が高くなっている。 

 

29.0%

16.5%

14.4%

8.6%

8.6%

6.0%

5.3%

5.1%

3.0%

1.8%

0.4%

3.0%

41.5%

1.8%

24.2%

9.4%

16.2%

8.7%

2.7%

6.5%

6.2%

7.0%

2.0%

3.2%

1.5%

3.7%

45.2%

2.0%

19.4%

12.8%

23.2%

23.6%

5.2%

10.1%

11.4%

18.5%

11.8%

3.9%

1.5%

3.8%

26.2%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いやな友だちがいる

授業中さわがしい、集中できない

教室やトイレなど、学校の施設が
きたない・古い

授業がわからない

先生がきびしい

給食のこと

自由がない

学校の決まりごと（校則）がきびしい

クラブ活動・部活動のこと

先生が悩みや意見を聞いてくれない

友だちがいない

その他

特にない

無回答

小学４年生（n=568）

小学６年生（n=598）

中学生（n=1,140）

 
※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 
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３ 通っている塾や習い事（小学生・中学生）               
（詳細は、調査報告書 P32,65 参照） 

 
 小学生の約 9割、中学生の約 8割は何らかの習い事に通っている。小学 4年生では「スポーツチーム

やクラブ」が最も多いが、学年が上がるにつれて割合は低下し、代わって「学習塾」に通う割合が高く

なっていく。中学生では 59.7％が「学習塾」に通っていると回答している。 

  
 小学４年生（n=568） 小学６年生（n=598） 中学生（n=1,140） 

習い事を 

している割合 
88.7％ 90.8％ 77.2％ 

学年別 通っている割合の高い習い事 上位５つ 
１ スポーツチームやクラブ 54.2％ 学習塾      51.5％ 学習塾 59.7％

２ 学習塾 34.9％ スポーツチームやクラブ 45.3％ スポーツチームやクラブ 13.9％

３ 音楽        22.4％ 音楽 17.2％ 音楽 12.9％

４ そろばんや習字 14.8％ 英会話      16.4％ ダンス 7.6％ 

５ 英会話 11.1％ そろばんや習字  12.0％ 英会話 6.3％ 

※「習い事をしている割合」は、「特に通っているものはない」と「無回答」を除いた割合。 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 

 

 

４ 自分に自信のもてるところ（小学生・中学生）               
（詳細は、調査報告書 P47,80 参照） 

 

 自分に自信のもてるところが「ある」と回答する割合は、学年が上がるにつれて低下しており、中学

生では自分に自信のもてるところが「ない」生徒が 3割を占める。 

 

80.8%
74.8%

67.6%

16.9%
24.3%

30.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

小学４年生（n=568） 小学６年生（n=598） 中学生（n=1,140）

ある

ない

 
※「ある」＝「あると思う」＋「どちらかといえばあると思う」 

「ない」＝「ないと思う」＋「どちらかと言えばないと思う」 
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５ 相談相手の有無、相談できる相手（小学生・中学生）             
（詳細は、調査報告書 P45,46,78,79 参照） 

 

 小学生の約 9割は、いやなことやつらいことがあったときに相談できる人が「いる」と回答している。

一方、中学生では相談できる人が「いる」割合は 80.4％となっており、小学生よりも低い割合である。 

 相談相手としては「母」をあげる意見が多いが、学年が上がるにつれて「友だち」の割合が高くなっ

ていく。また、「インターネット（掲示板や交流サイト）」に相談するという児童・生徒も、低い割合で

はあるが存在する。 

88.2% 87.6%
80.4%

10.4% 10.7%
16.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

小学４年生（n=568） 小学６年生（n=598） 中学生（n=1,140）

いる

いない

 
 
 

86.8%

54.1%

47.7%

25.9%

23.6%

17.6%

11.8%

11.4%

10.0%

1.2%

2.8%

0.6%

78.4%

39.7%

64.1%

26.3%

20.6%

13.4%

7.1%

10.3%

9.9%

4.0%

3.8%

0.4%

62.4%

31.4%

73.6%

14.8%

22.3%

8.0%

4.8%

11.5%

2.6%

4.8%

2.5%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母

父

友だち

学校の先生

きょうだい

祖母

祖父

先輩（友だち（年上））

スクールカウンセラー（相談員）

インターネット
（掲示板や交流サイトなど）

その他

無回答

小学４年生（n=501）

小学６年生（n=524）

中学生（n=916）

 
 ※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 

相談できる相手 
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６ 携帯電話やパソコンの利用状況（小学生・中学生・高校生等）         
（詳細は、調査報告書の下記ページを参照 

小学生：P40,41 中学生：P73,74 高校生等：P105）  

 

 自分専用の携帯電話またはパソコン等を持っている割合は、小学生で 4 割前後、中学生では 65.3％、

高校生等では 94.6％となっている。 

 1 日の使用時間は、平日よりも休日の方が長く、学年が上がるにつれても長くなっていく傾向がある。 
   

36.4%

65.3%

94.6%

43.0%

45.3%

54.4%

2.7%

27.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

小学４年生（n=568） 小学６年生（n=598） 中学生（n=1,140） 高校生等（n=148）

自分専用の携帯電話、パソコン等を持っている 自分専用の携帯電話、パソコン等を持っていない

 
※高校生等には、「高校生」「短期大学生・高等専門学校生」「専門学校生」「大学生」が含まれる。 

※高校生等では、携帯電話とパソコンのそれぞれについて所持状況を聴取している。 

ここでは、自分専用の携帯電話またはパソコンを所持している割合を示す。 

 
 

64.7

52.5

25.0

11.9

14.0

12.5

15.2

14.0

8.2

17.9

36.4

45.5

10.9

17.5

5.8

8.63.5

1.4

9.1

7.5

3.1

2.9

2.1

3.0

0.0

2.0

1.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学４年生（n=207）

小学６年生（n=257）

中学生（n=744）

高校生等（n=143）

３０分未満 ３０分～１時間未満 １～３時間未満 ３～５時間未満 ５時間以上 使わない 無回答

 

49.8

43.6

19.4

10.5

15.9

12.8

9.7

6.3

13.5

21.0

33.6

44.1

15.9

20.3

10.1

7.0

2.4

7.0

2.9

5.1

16.1

16.8

2.0

1.4

5.3

3.5

3.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学４年生（n=207）

小学６年生（n=257）

中学生（n=744）

高校生等（n=143）

 
※小中学生の使用時間は、自分専用の携帯電話またはパソコン等を持っている者を対象に集計。 

高校生等では、自分専用かどうかを問わず、携帯電話またはパソコン等を持っている者を対象に集計。 

平日の 

使用時間 

休日の 

使用時間 
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７ 西東京市の学習環境（一般市民・青少年）                
（詳細は、調査報告書 P95,118 参照） 

 
 西東京市の学習環境としては、「図書館が利用しやすい（蔵書、問い合わせなど）」という意見が約 4

割と最も多い。次いで「スポーツ施設が利用しやすい（体育館や運動場など）」、「公民館が利用しやす

い（講座、施設の貸し出しなど）」、「文化や自然に親しむ場所や機会がある」等が続く。 

 

 

41.2%

17.8%

13.0%

11.9%

8.9%

7.6%

4.9%

4.0%

3.0%

2.0%

1.5%

0.8%

0.8%

0.6%

8.8%

19.3%

12.1%

37.6%

16.6%

10.2%

12.7%

3.8%

14.0%

5.1%

7.0%

5.1%

5.7%

1.9%

3.8%

3.8%

2.5%

4.5%

30.6%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図書館が利用しやすい（蔵書、問い合わせなど）

スポーツ施設が利用しやすい（体育館や運動場など）

公民館が利用しやすい（講座、施設の貸し出しなど）

文化や自然に親しむ場所や機会がある

気軽に参加できるサークルやクラブ活動がある

子どもが健やかに育つ環境が整っている

生涯学習に関する情報（講座など）が充実している

地域活動やボランティア参加のきっかけや機会がある

講演・展覧会などのイベントが充実している

学校、家庭、地域社会の連携がとれている

学習や活動の成果をいかせる機会がある

カルチャーセンターや個人教授の教室等が充実している

ハンディキャップがあっても、学習活動に参加しやすい

大学や専門学校、高等学校の講座・教室が充実している

その他

あてはまるものはない

無回答

一般市民（n=1,443）

青少年（n=157）

 
  

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 

※選択肢は一部簡略化して記載している。  



 

- 8 - 

８ 公民館の利用状況（一般市民・青少年）                
（詳細は、調査報告書 P96,119,120 参照） 

 
 一般市民の 26.8％、青少年の 22.9％は、この 1年間に公民館を利用したことがあると回答している。 

 利用者の主な目的は「サークル活動」、「ロビー利用（休憩、くつろぎ）」等であり、未利用者は「時

間がないから」を利用しない理由にあげている。 

 

  

2.2% 13.2%

14.0%
0.6%

0.6%

3.5%

4.4%

3.2%

3.5%

4.5%

71.7%

75.8%

1.5%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般市民（n=1,443）

青少年（n=157）

週２回以上利用 週１回程度利用 月２～３回利用 月１回程度利用 年数回利用 利用したことはない 無回答

 
※「週２回以上利用」は、実際の調査では「ほぼ毎日利用」「週４～５回利用」 

「週２～３回利用」として聴取。割合が低いため、まとめて表記している。 

 
 
 
 
 

40.1%

25.6%

22.7%

14.0%

11.6%

8.0%

3.4%

6.7%

5.9%

13.9%

55.6%

5.6%

5.6%

2.8%

2.8%

0.0%

22.2%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サークル活動

ロビー利用（休憩、くつろぎ）

公民館が主催する講座及びイベント

ＰＴＡ、子ども会、
その他各種団体の活動

チラシ、パンフレット等の情報収集

自治会関係の活動

市民企画事業

その他

無回答

一般市民（n=387）

青少年（n=36）

27.1%

14.5%

12.8%

8.2%

7.1%

3.6%

39.4%

7.2%

3.1%

27.7%

22.7%

16.8%

9.2%

4.2%

4.2%

41.2%

5.0%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する時間がないから

利用の仕方がわからないから

公民館で行っている
事業等に興味がないから

公民館の場所がわからないから

開館日・開館時間が
自分の都合に合わないから

公民館までの交通が不便だから

特に理由はない

その他

無回答

一般市民（n=1,035）

青少年（n=119）

 
 

  ※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 

 

主な利用目的 利用しない理由 

※公民館利用者を対象に集計 ※公民館未利用者を対象に集計
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９ 図書館の利用状況（一般市民・青少年）                
（詳細は、調査報告書 P97,98,122,123 参照） 

 

 一般市民の 51.2％、青少年の 58.6％は、この 1年間に図書館を利用したことがあると回答している。 

利用者の主な目的は「本や雑誌、ＣＤ等を借りるため」、「図書館の本、新聞、雑誌等を読むため」等

のほか、青少年は「調べ物をするため」、「勉強や仕事をするため」と回答する割合が高い。未利用者は

「時間がないから」、「本や雑誌は自分で買うようにしているから」を利用しない理由にあげている。 

 

24.9%

35.0%

2.5%

1.9%

4.6%

3.2%

8.3%

10.3%

10.2%

8.9%

38.2%

46.6%

3.2%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般市民（n=1,443）

青少年（n=157）

週２回以上利用 週１回程度利用 月２～３回利用 月１回程度利用 年数回利用 利用したことはない 無回答

 
※「週２回以上利用」は、実際の調査では「ほぼ毎日利用」「週４～５回利用」 

「週２～３回利用」として聴取。割合が低いため、まとめて表記している。 

 
 
 
 

69.6%

36.1%

27.2%

12.2%

3.0%

0.7%

2.0%

0.7%

56.5%

21.7%

38.0%

41.3%

0.0%

1.1%

1.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本や雑誌、ＣＤ等を借りるため

図書館の本、新聞、
雑誌等を読むため

調べ物をするため

勉強や仕事をするため

講座や読み聞かせ、
イベント等に参加するため

インターネットを閲覧するため

その他

無回答

一般市民（n=739）

青少年（n=92）

29.0%

24.0%

8.2%

8.0%

7.9%

6.4%

3.7%

3.4%

26.9%

10.1%

1.5%

35.0%

16.7%

6.7%

11.7%

10.0%

5.0%

1.7%

8.3%

26.7%

18.3%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する時間がないから

本や雑誌は自分で
買うようにしているから

本や雑誌はあまり読まないから

本を返すのが面倒だから

図書館までの交通が不便だから

開館日・開館時間が
自分の都合に合わないから

利用の仕方がわからないから

図書館の場所がわからないから

特に理由はない

その他

無回答

一般市民（n=672）

青少年（n=60）

 
 

 ※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 

主な利用目的 利用しない理由 

※図書館利用者を対象に集計 ※図書館未利用者を対象に集計
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１０ 小学校・中学校で教えることで重要なこと（一般市民・青少年）      
（詳細は、調査報告書 P103,132 参照） 

 
小学校・中学校で教えることで重要なことは、「思いやりの心や、善悪の判断など、道徳心」、「社会

生活に必要な常識やマナー」、「自ら学び、考え、主体的に行動する力」、「人間関係を築く力」等があげ

られている。一般市民と比較すると、青少年は「社会生活に必要な常識やマナー」、「人間関係を築く力」、

「表現力やコミュニケーション力」等が重要であるという意見が多い。 
 

63.7%

32.8%

32.1%

25.7%

21.6%

18.5%

17.3%

17.2%

13.3%

9.3%

8.9%

6.9%

6.8%

6.7%

4.0%

3.8%

0.8%

6.0%

61.8%

40.8%

28.7%

38.9%

16.6%

7.0%

12.1%

28.7%

8.9%

7.6%

14.0%

10.2%

5.7%

8.9%

4.5%

6.4%

1.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思いやりの心や、善悪の判断など、道徳心

社会生活に必要な常識やマナー

自ら学び、考え、主体的に行動する力

人間関係を築く力

教科の基礎的な学力

社会に役立とうとする心や公共心

物事をやり遂げる粘り強さ

表現力やコミュニケーション力

豊かな心や情操

基本的な生活習慣や食習慣

外国語を聞いたり、話したりする力

生き方や進路について考える力

健康や安全を自己管理する力

安全や防災に関する意識

環境やエネルギーを大切にする意識

コンピュータを活用する力や情報モラル

その他

無回答

一般市民（n=1,443）

青少年（n=157）

 
 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 
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１１ 望ましい小学校・中学校の教師像（一般市民・青少年）（参考：小学生・中学生） 
（詳細は、調査報告書の下記ページを参照 

小学生：P30 中学生：P63 青少年：P104 一般市民：P133）  

 
 望ましい小学校・中学校の教師像として、一般市民及び青少年は「授業をしっかりとわかりやすく教

える先生」、「児童・生徒の状況をしっかり把握する先生」、「児童・生徒の話をきちんと聞く先生」、「児

童・生徒の良い面、得意な面を伸ばす先生」等をあげている。一般市民に比べ、青少年は「児童・生徒

の話をきちんと聞く先生」、「児童・生徒に公平に接する先生」と回答する割合がやや高い。 
 また小中学生は、「いじめのない楽しい生活の送れる学校づくりをしてほしい」、「体験学習などをた

くさんできるようにしてほしい」、「行事が楽しくなるようにしてほしい」、「興味のあることをたくさん

勉強できるようにしてほしい」等を学校や先生に期待している。 

 学年による違いをみると、「いじめのない楽しい生活の送れる学校づくりをしてほしい」、「悪いこと

をしたときは、きちんと注意してほしい」は小学 4年生で最も高く、学年が上がるにつれて割合が低く

なっている。一方、「先生にはみんなに平等に接してほしい」は学年が上がるにつれて高い割合となっ

ている。 
   

 
【一般市民・青少年／望ましい小学校・中学校の教師像】 

わ
か
り
や
す
く
教
え
る
先
生

授
業
を
し

っ
か
り
と

し

っ
か
り
把
握
す
る
先
生

児
童
・
生
徒
の
状
況
を

き
ち
ん
と
聞
く
先
生

児
童
・
生
徒
の
話
を

得
意
な
面
を
伸
ば
す
先
生

児
童
・
生
徒
の
良
い
面

、

公
平
に
接
す
る
先
生

児
童
・
生
徒
に

し

っ
か
り
指
導
す
る
先
生

児
童
・
生
徒
の
生
活
態
度
を

連
絡
や
情
報
提
供
を
す
る
先
生

保
護
者
や
地
域
の
人
に
き
ち
ん
と

指
導
に
力
を
入
れ
る
先
生

部
活
動
や
委
員
会
活
動
の

指
導
に
力
を
入
れ
る
先
生

体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

49.3% 45.8%
38.7% 38.0%

33.5%
24.9% 22.7%

4.2% 4.2% 2.6% 2.0%
6.3%

42.0%
37.6%

19.7%
13.4%

8.9% 5.7% 8.3%
1.9% 1.9%

34.4%

48.4% 45.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100% 一般市民（n=1,443）

青少年（n=157）

 
【参考：小学生・中学生／学校や先生に望むこと】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 

※選択肢は一部簡略化して記載している。 

送
れ
る
学
校
作
り
を
し
て
ほ
し
い

い
じ
め
の
な
い
楽
し
い
生
活
の

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

体
験
学
習
な
ど
を
た
く
さ
ん

し
て
ほ
し
い

行
事
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に

勉
強
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

興
味
の
あ
る
こ
と
を
た
く
さ
ん

き
ち
ん
と
注
意
し
て
ほ
し
い

わ
る
い
こ
と
を
し
た
と
き
は

、

勉
強
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
ほ
し
い

先
生
以
外
の
人
と
学
校
で

、

ど
れ
く
ら
い
な
の
か
教
え
て
ほ
し
い

全
国
の
中
で
自
分
の
学
力
が

認
め
て
ほ
し
い

（
ほ
め
て
ほ
し
い

）

頑
張

っ
て
い
る
事
を
も

っ
と

入
れ
て
ほ
し
い

ク
ラ
ブ
活
動

（
部
活
動

）
に
力
を

平
等
に
接
し
て
ほ
し
い

先
生
に
は
み
ん
な
に

道
具
な
ど
を
よ
く
し
て
ほ
し
い

校
舎
や
教
室

、
学
習
で
使
う

し
て
ほ
し
い

勉
強
が
わ
か
る
よ
う
に

内
容
を
教
え
て
ほ
し
い

一
人
ひ
と
り
の
力
に
合
わ
せ
た

じ

っ
く
り
聞
い
て
ほ
し
い

悩
み
や
意
見
を

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

47.4% 45.4%
39.3%

34.2%
27.5% 24.6% 24.5% 24.3% 23.6%

17.8% 15.8% 13.4%

39.0%
35.4%

31.0%

7.8%

24.2%
19.9%

27.0% 23.9%
30.1%

21.8%

0.7%

14.8%

3.3%

18.1%18.3%

1.3%

15.4%

4.0%9.4%
15.4%16.4%

20.1%

34.1%

20.6%
17.2%

23.1%
13.2%

24.9%
29.4%

34.4%34.4%37.0%

2.3%

12.2%

3.5%
8.7%

37.1%

15.1%

33.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100% 小学４年生（n=568）

小学６年生（n=598）

中学生（n=1,140）
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１２ いじめや不登校防止のために必要な対策（一般市民・青少年）       
（詳細は、調査報告書 P107,136 参照） 

 
 いじめや不登校防止のために必要なこととして、一般市民は「親が子どもを見守り、実態を把握する

こと」と回答する割合が最も高い。一方、青少年は「学校の先生が児童・生徒を観察し、状況を把握す

ること」、「学校の先生がいじめ等の問題行動に厳しく指導すること」と回答する割合が高く、学校内で

教師が対策にあたることが重要だととらえている。 
 

63.1%

53.6%

28.2%

26.7%

22.4%

21.7%

19.4%

17.3%

13.0%

5.9%

0.3%

1.0%

3.3%

36.9%

58.0%

35.0%

17.2%

13.4%

19.1%

12.7%

7.0%

12.1%

14.6%

1.9%

5.1%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親が子どもを見守り、実態を把握すること

学校の先生が児童・生徒を観察し状況を把握すること

学校の先生がいじめ等の問題行動に厳しく指導すること

専門の相談員に、いつでも悩みを相談できること

学校や家庭において情報モラル教育の充実を図ること

学校において道徳教育の充実を図ること

学校と警察等の関係機関との連携を強化すること

地域で子どもたちを見守り、注意するなど

親が家庭で厳しくしつけること

その他

特にない

わからない

無回答

一般市民（n=1,443）

青少年（n=157）

 
 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％とならない。 

※選択肢は一部簡略化して記載している。 
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